
小金井市人口ビジョン（案）及び小金井市まち・ひと・
しごと創生総合戦略（案）に関する

市民フォーラム

平成28年3月

小金井市

実施報告書



市民フォーラムの目的

 地方創生の動向や人口ビジョン・総合戦略について理解を
深める。

 人口ビジョンから、小金井市における「人口の現状・推
移」「まちの現状」を知るとともに、それを踏まえて、将
来の小金井を見据えた意見交換を行う。

 人口減少社会は決して他人事ではなく、将来自分の生活に
影響を与える可能性がある課題であることの認識を深める。

 市民、関係団体、企業、行政等で情報を共有し、それぞれ
の立場における取組での活用を図る。



開催概要

市民フォーラムについて

開催日 平成２８年２月１４日（日）

開催時間 午後２時から午後４時

開催場所 商工会館２階 大会議室

参加者 １５名

応募方法
市内在住・在勤・在学
自由申し込み制

内容

全体の概要を説明したあと、基本目標ご
との３つのブースに分かれて、概略の説明
と意見交換を行う。３セット行い、全体共
有を行う。



タイムテーブル

１４：００ 開会

１４：０５ 趣旨、全体説明

１４：３５ 基本目標ごとの説明・意見交換 ①

１４：５５ 基本目標ごとの説明・意見交換 ②

１５：１５ 基本目標ごとの説明・意見交換 ③

１５：４０ 全体意見共有

１５：５５ パブリックコメントについて

１６：００ 閉会



市民フォーラムの進め方
●１セット（１５分）ごと、 お好きなテーブルに移動してください。

５分

10分 意見交換

説明

全体15分

×

３セット

基本目標①

基本目標② 基本目標③

●基本目標ごとの説明のあと、皆さんで意見交換をします。



３つの基本目標ごとに分かれて、説明・意見交換を行いました。

市民フォーラムの様子



 駅周辺は賑わっているが、商店街では店が減っている。商業振興にも
力を入れてほしい。

 みどり・畑は減ってきている中で、農業を守ることも必要ではないか。

 大学の国際分野・留学生センター等と連携して国際化を進めていくべ
きではないか。

 江戸東京野菜、黄金の水、ときを刻むまち、玉川上水・野川の桜と
いった多くの魅力についても、もっとＰＲを工夫していくべきである。
もっと魅力はたくさんあるので、市民どうしで探したりしていけると
いいのではないかと感じる。

 公民館を活用し、自分のまちを知る講座やイベントをしてはどうか。
移住してきた人にとっても地元を知る機会となり、愛着にもつながる
と思う。

 市全体としてシティプロモーションの手法を考えてほしい。

主な意見（基本目標１に関して）
基本目標１：小金井市の魅力を発信し、交流人口の増加を図ることにより、

地域の活性化につながるまち



 こきんちゃんあいさつ運動を通して、顔見知りになり、子育て
もうまくいくこともあるのではないか。

 地域で子どもを受け入れる雰囲気が大切である。高齢者と交流
できる機会があるとよいのではないか。

 当事者となる若い世代・子育て世代がこのような会に参加する
ためのＰＲが必要である。

 当事者のところに飛び込んでいって声を聞くなどの地道な取組
が求められていると思う。

 男女共同参画の観点から、女性の相談窓口が利用しやすいよう
アナウンスが必要である。

 高齢者が子どもに教えるだけでなく、ＩＴなど子どもが高齢者
に教える機会があったほうが子どもの教育にもいいと思う。

 子どもが地域のお祭りなどに参加することで地域への愛着につ
ながると思う。

主な意見（基本目標２に関して）
基本目標２：多様な働き方ができ、安心して結婚・出産・子育てできるまち



 高齢化等の影響で自治会の加入者数は減っている。地域でどのよ
うに穏やかな社会生活を送り、満足度を高めていくかを考えてい
くことが必要である。

 防災訓練・避難訓練が形骸化しているように感じる。よりリアリ
ティに近い状況での訓練をした方がよいと思う。

 コミュニティとして、町会・自治会だけではなく、商店街の良さ
を生かした地域コミュニティの形成も必要だと感じる。

 空き家を地域の憩いの場として活用してはどうか。

 多世代交流を充実させることで防犯にも良い影響があると思う。

 元気な高齢者が多いので、シルバー人材センターなどを通して、
積極的に活用してほしい。

 若者世代が主体となり、高齢者と交流等ができる機会があればい
いのではないかと感じる。

主な意見（基本目標３に関して）
基本目標３：時代に合った地域をつくり、安全・安心に暮らせるまち



 参加者は多くはなかったが、テーブルごとで意見交換す
るには適切な人数であったように感じた。

 説明形式ではなく、話し合い形式であったのは良かった
と感じた。

 参加者の世代に偏りがあったように感じた。若い世代・
子育て世代が参加しやすいような日程設定が必要ではな
いか。

 意見交換の時間が各回１０分は少ないように感じた。

 市民への広報が不足しているように感じた。

参加者の感想（アンケートより）


